
片脚立位（開眼片脚起立）記録用紙

評価日：　　年　　月　　日 氏名・ID： 検者：

年齢：　　　歳 性別：　男・女 日常生活自立度：　J　A　B　C

最もよかった記録： 　　　 秒　（□ 60秒立ち続けた）　　前回： 　　　 秒

履物：□ 裸足　□ 靴　　床：□ 固い　□ 柔らかい　　支え：□ なし　□ 検者がそばで支える体制

補助具・備考：

測定の記録（秒）　練習は1〜2回

側 1回目 2回目 いちばんよい記録 終わった理由（□に✓）

右脚で立つ □ 揺れた　□ 足がついた　□ 立ち足がずれた　□ 60秒

左脚で立つ □ 揺れた　□ 足がついた　□ 立ち足がずれた　□ 60秒

測り方の要点

・靴か素足で、滑らない、ある程度固い床で行う。つかまれる物のそば、または検者がそばで支える体制で行う。

・両手を腰に当て、片脚を床から5cmほど上げて、立っていられる時間を測る。

・終わり：体が大きく揺れて倒れそうになる／上げた足が床につく／立ち足がずれる。60秒程度まで測れば十分とされ

ている。

・1〜2回練習し、左右それぞれ2回ずつ測って、いちばんよい記録を使う。

基準・目安

運動器不安定症の運動機能の基準：開眼片脚起立 15秒未満（日本整形外科学会ほか。運動器疾患の既往と、日常生活

自立度ランクJ・Aも条件）

5秒：片脚で5秒立てない方は、けがを伴う転倒の相対リスク 2.13（Vellasら、1997年。米国の60歳超316人）

年代別の5段階の区分（秒）：★1 / ★2 / ★3 / ★4 / ★5 の順

　65〜69歳：17.0以下 / 17.1〜37.0 / 37.1〜60.0 / 60.0超 / 60.0超

　70〜74歳：10.0以下 / 10.1〜20.0 / 20.1〜39.0 / 39.1〜60.0 / 60超

　75〜79歳：6.0以下 / 6.1〜14.0 / 14.1〜27.0 / 27.1〜48.0 / 48.0超

　80歳以上：3.0以下 / 3.1〜6.0 / 6.1〜12.0 / 12.1〜25.0 / 25.0超

（厚生労働省 介護予防マニュアル 第4版 別添資料2-4を加工して作成）

メモ（気づいたこと・次回の目標など）

条件（履物・支え・回数）をそろえて、次回も同じ方法で測ります。やまねこのリハビリ・介護手帖 yamaneko-

family.com/reha/katakyaku


